
令和４年３月１５日

福井県 ＤＸ推進監（ＣＤＯ）
米倉 広毅

福井県ＤＸの取組み



01福井県ＤＸの軌跡

3月

ＤＸ推進ＰＴ発足

ＤＸプログラムVer1（政策集）策定

ＣＤＯ配置

ＤＸ推進本部設置

5月 ＤＸリーダー組織

採用制度新設

研修・自走の仕組み整備

市町ワークショップ開始

ＤＸシフト制度導入

（予算編成・服務）

令和
３年度

10月

4月

10月

令和
２年度

ＤＸビジョン・行動規範等明定 11月

ＣＤＯ補佐官委嘱 1月



02地方の実情

ＤＸに
お悩みの方多数

ＤＸ

ＤＸとは何か

何がどう変わるか

どう進めるか

変化の必要性
感じない

生活の質が高く

現状に十分満足

都市部との
環境格差

デジタルサービス

提供状況

利用環境

デジタル人材
都市部偏在

デジタルサービス

提供状況

利用環境



全県挙げたＤＸ遂行の
土台・仕組み作り

利便が実感できる
デジタルの取組

生活に密着した利便を実感いただき
ＤＸ推進の機運を醸成

03取組みの第一歩

各部局の専門知識とデジタルを掛け合わせた
業務遂行に向けた基盤整備

両
面
か
ら
取
組



04デジタルの取組み（新型コロナ対策ＤＸ）

（データに基づくメッセージ発信）

感染経路特定

理化学研究所
富岳 感染リスクシミュレーション

距離 1m以上 50cm以内

マスク装着 ほぼ０％ 10％程度

非装着 約60％ ほぼ100％

積極的疫学調査
幅広い検査

経路不明

2.1％

エビデンス
感染場面の特定

マスクなし会話

95％



05デジタルの取組み（新型コロナ対策ＤＸ）

（状況可視化・オペレーション自動化）

ワクチンダッシュボード 接種予約システム内製
病院のワクチン接種予約空き状況を可視化 予約受付即応・若者の利用シーン対応



06デジタルの取組み（新型コロナ対策ＤＸ）

（オミクロン株特性への対応）

自宅経過観察

陽性者・接触者サポートセンター

ＴＶ電話等を活用した健康観察

協力医療機関

オンライン診療

薬局による薬配送・服薬指導

イメージ図



07デジタルの取組み（大雪対策ＤＸ）

除雪状況見える化
時系列での除雪状況・道路情報・カメラ映像等を表示



08デジタルの取組み（交通安全対策ＤＸ）

隠れた危険エリア見える化
デジタル機器によりリアルな実運転挙動データ取得

×

×

×
×

×

小学校

小学校

⚫ 急ハンドル、急ブレーキ、
スマホながら運転を検知

⚫ 地域の学校や企業等、
約500名もの協力

テレマティクス
タグ



09デジタルの取組み（県民目線での再デザイン）

わかりやすい情報発信 政策形成への県民参加
ＨＰ解析による県民ニーズに即した情報発信 ご意見やアイデアを傾聴する意見交換の場を実証運用



10デジタルの取組み（シビックテック）

アイデアソン

海洋ごみ問題解決
ハッカソン

自治会活性化等



11デジタルの取組み（チームふくいのＤＸ支援）

ＤＸラボ開設
企業向けの事例共有・専門家派遣

ＩＴスクール開講
人材育成

サポーター企業による就職支援

デバイド対応
スマホ教室・ふく割導入支援



12土台・仕組み作り

方針策定
ビジョン・目標

行動規範
戦略・戦術

制度設計
組織・人事
予算・服務
データ 等

意識変革
行政内

（幹部・事務方）

県民

システム
庁内連携基盤
業務基幹系
県民向け

推進体制
トップダウン
ボトムアップ
自走の仕組み

人材
配置
育成
確保



13土台・仕組み作り（ビジョン）

生活のＤＸ 産業のＤＸ 行政のＤＸ

生産性向上
（人手不足対応・収益性改善）

投資＋賃金・待遇向上

（雇用確保・UIターン増・やりがい）

利便性・魅力向上
（質的向上・広く発信）

豊かな生活環境
＋

先進的取組・交通網整備

即
効
性
が
高
い
手
段

県民の生産性確保
（手間負担軽減・リソース確保）

民間の取組支援

（データ連携・参画機会確保）

地域社会・経済を活性化し、福井県の将来を持続可能に
しあわせ先進モデル 活力人口100万人ふくい

人の呼び込み・定着

観光等交流人口増

産業創出

サービス高度化

県民・企業が

挑戦できる場を提供



14土台・仕組み作り（行動規範）

みずから

変える

ふくいを
変える

みんなで

変える

 チームふくい
との連携推進

 誰一人取り残さ

れない環境整備

デバイド対策・資金人的支援

シビックテック

共同ＰＪ・システム共同利用

 地域課題解決の最先端

 徹底現場主義での課題解決

 DXありき
で意識的に実務変革推進

 利用者目線
で再構築

 デジタルファースト
でまずはやってみる文化



15土台・仕組み作り（ＤＸ推進に向けた合言葉）

遠方の患者の容体を確認

県道の積雪状況を今すぐ把握

リアルな空間での取組を
「データ×ＡＩ×機械化」しよう

ＡＩ化
即時の分析・予測

パーソナライズした提案

機械化
人手を介さず、

データや機械が自動処理

データ化
時間場所制約なく実務遂行

あらゆる状況やニーズ可視化

理解レベルに応じた教材提供

関心興味に応じた観光商材開発

24時間365日の申請受付

リモートでの避難指示発出



16土台・仕組み作り（政策）

産業の
ＤＸ

行政の
ＤＸ

生活の
ＤＸ

取組み方向性

生活

産業

行政

県民生活の質向上

県内産業の
生産性向上・高付加価値化

デジタル行政の実現

随時、機動的に見直し
（アジャイル型） 62事業

R3当初

47
（+15）



17熱量の高まり

都道府県別デジタル度*

（出典）野村総合研究所「DCIにみる都道府県別デジタル度」（2021.11）

66.6福井県

78.2東京都

76.3神奈川県

71.4埼玉県

68.7京都府

68.2愛知県

全国６位
・
・

大都市圏



18現場からの変革

（一例）県民への「感染防止対策店舗」情報表示

全庁ＲＰＡキャンプ

年間１万時間 削減
「ＤＸやってみた」

取組多数



19今後の取組

これまで スマートふくいを実現考慮すべき変化

土
台

市
町

共同事業

県
仕組み作り
現場業務改善

政
策

産
業

前向きな取組支援

行
政

デジタイズ
デジタライズ

生
活

利便実感サービス

デジタル化

ＤＸ
データ×ＡＩ×機械化

土
台

市
町

人材・技術面サポート

事業・システム共同化

県
デジタルシフト制度設計

現場取組深化

政
策

産
業

現場ハンズオン支援

人材育成・供給

行
政

手続自動化

基盤整備
（基幹業務標準化・マイナンバー）

生
活

課題解決型サービス

スマートエリア形成
（新幹線街づくり・Ｅコースト・敦賀港）

県
民
デ
ジ
タ
ル
接
点
強
化

連
携
基
盤

分散社会受け皿
産業創出

地域活性化

県民負担軽減
災害・感染症 Ready

デジタル行政



みずから・みんなで・ふくいをカエル

オタマジャクシからカエルに変態（Transformation）

未来へ大きく蛙飛び


